
同志社大学は多様な専門分野の〝知〟を結集して、ポストコロナ社会のあるべき姿を模索していく「Ａｌｌ 
Ｄｏｓｈｉｓｈａ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｍｏｄｅｌ 同志社７７プロジェクト」に取り組んでいる。２０２０年は１００年に一度ともいわ
れるパンデミック・新型コロナウイルス感染症の大流行に見舞われ、全世界が困難な状況に追い込まれた。
同志社大学では各分野の研究者が「健康・医療」「社会・経済」「教育・文化・生活」の３領域の、「治療」「検査・分
析」「予防・感染対策」、「制度・システム」「経営・働き方」「国際」、「教育」「文化・生活様式」「コミュニケーション」
の９つの分野にわたる７７の緊急研究課題にアプローチする。塚越一彦副学長（研究開発推進機構長）=写真=
は「大学が７７の視点から研究を進める事例は、一つのモデルケースとなりうる。研究成果は広く発信してい
きたい」と話している。

「知」の総合力で新時代へ挑戦
「ALL DOSHISHA Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｍｏｄｅｌ 
同志社７７プロジェクト」─ポストコロナ社会への対応─

〈健康・医療〉
■ 治療
─
新型コロナウイルス受容体の発現を抑
制する物質の探索
＊三田 雄一郎（生命医科学部 助教）  
　浦野 泰臣（生命医科学部 准教授）
─
新型コロナ感染時の嗅覚障害を引き起
こす神経メカニズムの解明
＊櫻井 芳雄（脳科学研究科 教授）
　眞部 寛之（研究開発推進機構 准教授）
─
新型コロナウイルス（ＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２）
スパイクタンパクの受容体結合部位を
標的とした新規ＣＯＶＩＤ-１９治療薬の開
発
＊髙橋 美帆（生命医科学部 助教）

■ 検査・分析
─
超音波とＭＲの同時撮像による新しい
肺炎診断法の提案
＊秋山 いわき（生命医科学部 教授）
　超音波医科学研究センター
─
情報技術を生かした新型コロナウイル
ス検査の効率化
＊程　 俊（理工学部 教授）
─
偽陰性判定の低減と利便性の高さを
特長とした小型ＰＣＲデバイス創製のた
めの基盤研究
＊橋本 雅彦（理工学部 教授）
─
新型コロナウイルス（ＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２）
の高感度プロテオミクス解析
＊池川 雅哉（生命医科学部 教授）
角田 伸人（生命医科学部 助教）
─
共非線形性分析手法による新型コロナ
ウイルスの影響要因分析
＊大崎 美穂（理工学部 教授）
─
自立高齢者におけるＣＯＶＩＤ-１９抗体
保有状況と身体機能との関連：有隣研
究
＊米井 嘉一（生命医科学部 教授）
八木 雅之（生命医科学部 チェア・プ
ロフェッサー教授）
糖化ストレス研究センター
─
新型コロナウイルス感染症対応におけ
る日独比較のデータサイエンス的実証
研究
＊鄭　 躍軍（文化情報学部 教授）　
吉野 諒三（文化情報学部 教授）

■ 予防・感染対策
─
ＳＮＳにおけるインフォデミック抑制に
関する研究
＊波多野 賢治（文化情報学部 教授）
─
ポリマーブラシのコンフォメーション変
化を利用した抗ウイルス性表面の開発
＊東　 信行（理工学部 教授）
─
強力な抗菌性を有する酸化チタン・酸
化亜鉛複合粉体の開発

＊廣田　 健（理工学部 教授）　
加藤　 将樹（理工学部 教授）
─
小学校・保育園の臨時休業等が働く親
に及ぼした経済的・心理的影響
＊川口　 章（政策学部 教授）
─
汎用フィルム・繊維材料の抗ウイルス
化を実現する新規コーティング剤の開
発
＊古賀 智之（理工学部 教授）
─
新型コロナ対策の有効性認知に関する
公衆̶専門家間比較
＊中谷内 一也（心理学部 教授）
─
自治体の情報発信と予防行動
＊野田　 遊（政策学部 教授）
─
ＣＯＶＩＤ-１９対策における専門家会議と
政府のサイエンスコミュニケーション
＊野口 範子（生命医科学部 教授）
─
新型コロナウイルス感染症をめぐる主要
メディアの報道に関する研究
＊小黒　 純（社会学部 教授）　
伊藤 高史（社会学部 教授）
─
ペプチドワクチンの有効な投与方法の
検討
＊田原 義朗（理工学部 准教授）

〈社会・経済〉
■ 制度・システム
─
パンデミック対策に伴う公共交通・観
光への影響と今後のあり方について
＊青木 真美（商学部 教授）　
安達 晃史（商学部 助教）
─
物理的接触を排除した事業活動の進展
とそれに向けた法的課題の検討
＊舩津 浩司（法学部 教授）
─
持続可能な地域経済に向けた共創コ
ミュニティの再考
＊服部 篤子（政策学部 教授）
─
ポスト・コロナ時代の紛争解決手続
における基本原理の変容とその課題
＊川嶋 四郎（法学部 教授）
─
定常状態の経済への移行過程に関す
る基礎研究
＊三俣　 学（経済学部 教授）
─
ポストコロナ時代における企業間電子商
取引（Ｂ２Ｂ ｅ-Ｃｏｍｍｅｒｃｅ）の新たな実
務形成と法的問題について
＊長沼　 健（商学部 教授）　
髙杉　 直（法学部 教授）
─
新型コロナウイルス感染症に関する危
機管理政策の課題
＊新川 達郎（政策学部 教授）　
風間 規男（政策学部 教授）
─
公衆衛生・保健機構をＳｏｃｉａｌ Ｃａｐｉｔａｌ

とした，新たな創造的地域・都市そし
て福祉社会の軌跡と展開̶経済思想に
おける「都市社会政策」の実践と福祉
社会機能の創造̶
＊西岡 幹雄（経済学部 教授）　
笠井 高人（経済学部 准教授）
─
創造的人口減少を可能にするまちづく
り生態系モデルの構築̶ｗｉｔｈコロナ時
代における地域自律と人口分散に向け
た処方箋̶
＊佐野 淳也（政策学部 准教授）　
今里　 滋（政策学部 教授）
─
電子署名の法的問題
＊髙橋 宏司（司法研究科 教授）
─
新型コロナウイルス感染症への契約法
的対応の比較法的研究
＊上田 誠一郎（法学部 教授）
─
エコロジカル・フットプリントを用いた
ポストコロナ時代の生活様式シナリオ
の環境影響評価
＊和田 喜彦（経済学部 教授）　
岸　 基史（経済学部 准教授）
─
ＣＯＶＩＤ１９以降の世界におけるＳＤＧｓ
の新たなる展開
＊八木　 匡（経済学部 教授） 
ライフリスク研究センター
─
コロナパンデミックに対する迅速な医
療対応体制の構築に関する研究
＊殷　 勇（ビジネス研究科 教授）

■ 経営・働き方
─
コロナ災禍における働き方の変化と対
応：全国大企業調査と京都市中小企
業調査の比較
＊藤本 昌代（社会学部 教授） 
働き方と科学技術研究センター
─
Ａｓｓｅｓｓｉｎｇ ｔｈｅ ｉｍｐａｃｔ ｏｆ Ｃｏｖｉｄ-１９ ｏｎ 
ｔｈｅ ｔｒａｖｅｌ ｉｎｔｅｎｔｉｏｎ ａｎｄ ｂｅｈａｖｉｏｒ ｏｆ 
ｄｏｍｅｓｔｉｃ ｔｏｕｒｉｓｔｓ ｉｎ Ｊａｐａｎ
＊ＨＡＮＤＬＥＲ， Ｉｓａｂｅｌｌ（ビジネス研究
科 准教授）
─
テレワークの浸透は人と仕事の管理を
どう変えるか？
＊樋口 純平（社会学部 准教授）
─
ポストコロナにおける日本企業がとる
べき経営戦略－リーマン危機後の日本
企業の主たる経営戦略遂行、実績の
考察を踏まえて－
＊沖　 勝登志（ビジネス研究科 チェア・
プロフェッサー教授）
─
ポストコロナの組織改革に関する定量
的・定性的研究
＊太田　 肇（政策学部 教授）
─
ウィズコロナ時代における中小企業の
企業家行動にかんする研究
＊関　 智宏（商学部 教授）
─

Ｖａｌｕｅ-ｆｏｃｕｓｅｄ Ｄｅｃｉｓｉｏｎ Ｍｏｄｅｌ ｆｏｒ 
Ｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅ Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
＊須貝 フィリップ（ビジネス研究科 
教授）
─
ＣＯＶＩＤ-１９時代の新しいコーポレー
ト・リスク・ガバナンスのあり方に係
る行動経済学的分析
＊田口 聡志（商学部 教授）　
山本 達司（商学部 教授）
─
コロナ禍におけるリモートワークによる
職場・仕事マネジメントの変化と組織・
従業員への影響についての研究
＊田中 秀樹（政策学部 准教授）
─
曖昧性下におけるリアルオプション・
アプローチを用いた事業価値評価モデ
ルの開発
＊辻村 元男（商学部 教授）
─
ポストコロナ時代に求められる共創価
値創出への行動変容
＊瓜生原 葉子（商学部 准教授）
─
Ｍａｒｋｅｔ Ｃａｔｅｇｏｒｙ Ｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｔｕｄ-
ｉｅｓ
＊山内 雄気（商学部 准教授）

■ 国際
─
留学生の見たコロナ禍の日本：人種
差別、テレワークと国際化、多言語感
染予防行動推進アプリ、清浄と癒しの
日本文化・芸術の理解
＊飯塚 まり（ビジネス研究科 教授）　
Ｗｅｌｌ-ｂｅｉｎｇ研究センター
─
コロナウイルス流行により生じる世界
のアジア人・アジア系に対するヘイト
に関する調査研究
＊和泉 真澄（グローバル地域文化学部 
教授）
─
イスラーム世界における新型コロナ
感染症に対するレジリエンスの研究
＊内藤 正典（グローバル・スタディー
ズ研究科 教授）
ヒューマン・ディグニティ研究センター
─
火葬か土葬か―コロナ時代における疫
学的公共善と宗教的自由の両立
＊中西 久枝（グローバル・スタディー
ズ研究科 教授）　
西川 由紀子（グローバル・スタディー
ズ研究科 教授）　
ＣＯＨＥＮ， Ａｄａ Ｔａｇｇａｒ （神学部 教授）
─
地域協力機関のＣＯＶＩＤ-１９に対する
対策とポスト・コロナにおける国際協
力のあり方について
＊ＵＹＡＲ， Ａｙｓｕｎ （グローバル地域文
化学部 准教授）

〈教育・文化・生活〉
■ 教育
─
コンピュータ・ロボット支援言語学習の
オンライン環境における効果測定

＊加藤 恒夫（理工学部 准教授）　
田村 晃裕（理工学部 准教授）
─
児童青年の精神症状に対する ＣＯＶＩＤ-
１９の影響に関する縦断的研究
＊岸田 広平（研究開発推進機構 助教）
石川 信一（心理学部 教授）
─
パンデミック時代における良心─世界観
を更新するための学際的研究
＊小原 克博（神学部 教授） 
良心学研究センター
─
遠隔プログラミング演習における自動
フィードバックシステムの提案
＊槇原 絵里奈（理工学部 助教）　
小野 景子（理工学部 准教授）
─
パンデミック下のフィールドワーク方
法論
＊森　 千香子（社会学部 教授）　
板垣 竜太（社会学部 教授）
─
ポスト＝パンデミックの国際都市史につ
いてのオンラインアーカイブ構築
＊向　 正樹（グローバル地域文化学
部 准教授）　
堀井　 優（文学部 教授）
─
ポストコロナの「市民」をどう考える
か－パブリックマインドの育成に関する
実践研究
＊村上 紗央里（研究開発推進機構 助手）
─
ポストコロナ社会で「誰一人取り残さ
ない」ためのアクセシビリティを考える
＊阪田 真己子（文化情報学部 教授）
梶山 玉香（法学部 教授）
─
ソーシャル・ディスタンスを保つ運動
遊び
＊田附 俊一（スポーツ健康科学部 教授）
─
オンライン教育におけるオフライン・
コミュニケーション
＊鵜飼 孝造（社会学部 教授）
─
オンライン教育でキャンパスの国際化
をどう進展させるか？
＊山田 礼子（社会学部 教授）
ＳＴＥＶＥＮＳＯＮ， Ｗｉｌｌｉａｍ Ｒ.（社会学部 
准教授）
奥井　 遼（社会学部 助教）
崔　 紗華（社会学部 助教）

■ 文化・生活様式
─
Ｐｒｏｊｅｃｔ ＤＩＶＯＣ ９１： Ａ Ｍｕｌｔｉｐｌｅ-
ｖｉｅｗ Ｐｉｌｏｔ Ｓｔｕｄｙ Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｎｇ 
“Ｔｏｔａｌ Ｌｅａｄｅｒｓｈｉｐ” Ｂｅｓｔ Ｐｒａｃｔｉｃｅｓ 
Ｐｏｓｔ-ＣＯＶＩＤ １９ ｉｎ Ｊａｐａｎ
＊ＢＹＯＳＩＥＲＥ， Ｐｈｉｌｉｐｐｅ（ビジネス研究
科 教授）
─
新型コロナウイルス感染拡大が京都市
における地域在住高齢者の健康づくり
に及ぼした影響
＊石井 好二郎（スポーツ健康科学部 
教授） 

スポーツ医科学研究センター
─
音楽産業の転換における人々の行動
様式の横断的研究
＊河瀬 彰宏（文化情報学部 助教）
─
「Ｗｉｔｈコロナ」を見据えた新たな文化
政策と文化活動のあり方に関する研究
＊河島 伸子（経済学部 教授） 
創造経済研究センター
─
オンラインによる新たな伝統文化継承
の方法開拓に関する研究
＊佐伯 順子（社会学部 教授） 
京都と茶文化研究センター
─
感染症対策下における国民のスポーツ
観戦需要に関する研究
＊庄子 博人（スポーツ健康科学部 准教
授） 
スポーツマネジメント研究センター
─
自宅にて実施する自重を利用した筋力
トレーニングにおける筋内低酸素化と
トレーニング効果との関係
＊高木　 俊（スポーツ健康科学部 助教）
─
アフターコロナ時代における価値観
変化とデジタル・コミュニケーション
＊髙橋 広行（商学部 教授）　
佐藤 研一（商学部 准教授）
─
シリコンコンサートホールによるリモー
ト演奏会支援ツールの開発
＊土屋 隆生（理工学部 教授）

■ コミュニケーション
─
「自分と他者の顔の認識」が非対面コ
ミュニケーションに及ぼす影響
＊藤村 友美（心理学部 准教授）
─
Ｂｌｏｃｋｃｈａｉｎ技術を用いた高信頼・高
セキュア情報システムの研究
＊芳賀 博英（理工学部 教授）
─
オンライン会議における視線一致性を
高める映像収録表示技術の開発
＊片桐　 滋（理工学部 教授）
─
多対多オンラインコミュニケーション
ツールの研究開発
＊木村 共孝（理工学部 准教授）
─
ビデオコミュニケーションにおける身
体性の考察
＊大久保 雅史（理工学部 教授）
─
ネットワーク仮想化に基づく効率的な
接続・伝送方式の検討
＊佐藤 健哉（理工学部 教授）

● ＊は研究代表者
● 一部重複して分類されるものも
  あります。
詳細は
URL:https://kikou.doshisha.
ac.jp/reactivities/covid-19re
search.html
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真理とは何ぞ。乃ち天の道なり。
天帝の人間に賦与せられたる誠なり。
此誠によりて、人初めて真正の勇を
発すべし。
（新島襄 言志録 16頁）

〈新島先生のことば〉

2020年12月15日　第771号［1］

わたしたちの救いの神よ
あなたの恐るべき御業（みわざ）が
わたしたちへのふさわしい答（こた）えで
ありますように。
遠い海、地の果てに至るまで
すべてのものがあなたに依（よ）り頼みます。
（旧約聖書　誌編６５．６）

〈聖　句〉
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